
森林の機能についての普及・啓発、市民や行政による森林管理への参画・支援を促進し、適正な森林管理を図り、森林
の有する公益的機能の維持増進を図る。

平成28年度より市職員の人数を減らし、岩湧の森四季彩館をボランティア団体とともに運営している。その状況
により、次年度以降の方向性を決定する。

今後の
方向性

森林の多面的な機能の充実を図る林業
元気創造都市

施
策
の
大
綱

環境経済部農林課

事業： 森林・林業振興対策事業 0241
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整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

03第3章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

森林体験行事の実施により、森林に親しむ人が増えた。またボランティア
団体との協働事業により、間伐や登山道の補修などが施され、より魅力的
な森になった。

B

四季彩館の管理運営の方法についてもっと効率的な方法がないか検討が
必要。また園地管理にかかる必要な場所などについては過不足がないか
どうか見直しが必要。

A
B

B

目

標

森林の有する公益的機能の維持増進を図る。

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

29,781

20,090

1.25

0.00

17,459

2,496

0

135

一人あたり

世帯あたり 630

273

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

20,130

17,358

2,496

0

276

26,660

0.85

0.00

563

241

-40

101

0

0

-141

3,121

0.40

0.00

67

32

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

B

A
A

B

人件費

公債費

内
訳

9,691

0

事業費（決算額） 20,090

6,530

0

20,130

3,161

0

-40 (千円)

 (千円)

 (千円)
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